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池田湖周辺の地方磁気の分布について

〆源河朝之＊

OntheDistributionoftheLocalAttractionin
町,p

theCircumflerenceof､theLakelkeda

ToMoYuKIGENKA＊

Abgtract

TheenvironsoftheLakeIkedawererｅｐｕｔｅｄｔｏｂｅｏｆｎｏｔａｓｍａｌｌｉｎｔｅｒｅｓｔｆromthemagnetizing

pointofview,whichcausedthewriterstomakesomemeasuringofthelocalmagnetismthere，
ｂｏｔｈｏｎｔｈｅｌ５ｔｈａｎｄｔｈｅｌ６ｔｈｏｆＯｃｔｏｂerinl964,withthefbllowingitemsascertained、

１）ThemagentizingwasE,lｙｉｎｔｈｅnorthernsideofthecircumfbrenceoftheLakelkeda；

ｗｈｉｌｅｉｔｗａｓＷ,ｌｙｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈｅｒｎｓｉｄｅａｎｄｉｎｔｈｅｓｈａllowparts，ｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｗａｓ1.5．ｉｎｃａｓｅ

ｏｆＥ,lymeasurement,ａｎｄ2.3．ｉｎｃａｓｅｏｆＷ,lyone,respectivelyTheassumedmeasUringerror
wasconsideredtobeaboUt±０．２．．

２）Thismaybeduetotheexistenceoftheminesandsand-ironsabundantintheenvirons,but

theascertainmentofthedetailedprocessneedsfilrtherinvestigations、

３）Judgingfi･omthedistributionofthelocalmagnetism,theexistenceofthehorse-phoetyped

magnetic-stone-likemagnetizing，confrontingeachotherfi･oｍｔｈｅｏｐｐositedirectionsofNorth-

WestandSouth-Eeast,wasassumed，

４）Themagnetizinginthelakewassupposedtobeduetotheinfluenceoftheshallowzone，

ｂｕｔthis,too,needsmorethoroughinvestigations．

緒 言

筆者は先に鹿児島湾における地方磁気に関する研究')2)3)について発表し，湾内の地方磁

気存在の概要を明らかにすることができた．その中で磁気的に特に興味深い薩摩半島の池田

湖は阿多カルデラに属し旧火山口と言われている4)ので，薩摩半島カルデラの中核的存在に

あると‘思われ，従って磁気的にも関連性があると考えられるので，池田湖周辺の地方磁気の

調査を行なってその実態を明らかにしたいと考えた．鹿児島県の発表5)によると池田湖周辺

には多くの鉱山が存在し（Fig.１.参照）地質的には安山岩層，シラス層が分布し磁気的に興

味ある場所である．池田湖内には火山陥没によってできた湖が再び隆起して湖内に２カ所の

湖山（急に浅くなった所）が存在し，水深も地形も複雑で開聞岳にも関係があるように言わ

れている．そこで，航海学の立場から薩摩半島全域の地方磁気分布との関連性も推察できる

と考え，池田湖開発総合研究の一環として，地方磁気の分布についてその実態を調査し併せ

て考察を行なったので発表する〆

観測と結果

観測方法は前述の「鹿児島湾における地方磁気に関する研究」で行なった方法を用い

＊鹿児島大学水産学部航海学教室(LaboratoryofNavigation,FacultyofFisheries,KagoshimaUniversity)．
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Fig.２．に示した観測点で測定を行なった．尚，参考のためIrfl図に鹿児島県発表の等深線を

附加しておいた．地方磁気測定はFig.３．に示した計測器を使用した．即ち，Ｔ・Ｋ.Ｓ・製ＳＦ

61咽磁気コンパスのバウルを伝馬船の架台上に設慨し，アジマスサークルによって著名物標

の方位を測定すると同時に六分儀によって三標iiIij角を側時観測し，三杵分度儀を用いて正し

い観測点を国土地理院発行の地図（海図も参照した）に記入し，正しい偏差価を求めて，測

定した物標の方位に加減し，地図上の方位と比較して地方磁気（偏角）を求めた．そこです

でに発表した論文3）にも述べたように，国土地理院発行の地図に若し誤差があれば当然との

測定結果にも誤差が生ずることになる．観測当日の池田湖面は平穏で風もなく伝馬船の動揺

もなかったので，推定観測誤差は妓大±０．２．位いと思われる．また，周辺の陸上観測も全

くlI1様な方法で行なった．使川した計器はあらかじめ完全に修正を行なってから川いたの

で，測定器の誤差は全くないと言える．以上のような観測によってFig.４．に示した地方磁

気を測定することができた．図中Ｅ,ｌｙおよびＷ,ｌｙとは磁気コンパスの磁針が観測点の磁

性によって束或いは西に引付けられまたは反ぱつされて偏針した現象を表わしたものである．

尚，本観測は，1964年10月15日，１６日の２日間にわたって行なったものである．

●凸君

｜

|Ⅱ
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考 察

Fig.４．に示した池田湖周辺の地方磁気の分布を見ると，北側は偏東，南側は偏西であり，

最大値はそれぞれ１．５．Ｅ，２．３。Ｗである．また，湖内においても同様の傾向が見られる．

この原因について検討するとFig.１．に示した地質分布と附近の鉱山の影響を受けて前述の

ような磁‘性になったものと考えられる．湖内における１７，１８，１９，２０の各観測点は湖山（浅

い所）の影響を受けているものと思われる．即ち，これらの湖山は一種の垂直軟鉄が北半球

において受ける感応磁気に似た帯磁を帯びているように思われる．即ち，上半分が青磁性，

下半分が赤磁'性を帯びているような帯磁であると考えられる．このことは既発表論文3)の考

察においても述べた通り，離れ島，山頂等は同様な考察がなされることで結論が下せること

から考えて，そのように考えられ現在の段階ではこの考え方以外には原因の考察はできない．

Fig.４．の観測点１４と１６のすぐ沖合に１３米の浅所が発見されたが（本学江波助教授の魚群

探知機による測深の結果判明した）１４，１６点の磁性も前述の考え方で考察が結論付けられる

ようである．Fig.４．の地方磁気帯磁分布図を総合的に考察すると，池田湖の北西側と南東
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側を中心としてFig.５．にz｣くしたような馬蹄ﾉ卿磁Yiが,|;||対しているような,冊:磁が大凡ながら

想定される．即ち，馬蹄ﾉﾘ1の中央附近は側１W'(lIitは小さく両端に行くにつれて伽,i角{』tもほぼ大

きくなっているように判断される．しかし，観測衝料が妙ないので確かな推論ぱ~|､~しｲ!｝ない

が，大方そのように想定されることは興味ある問題で，鹿ﾘ,L島湾の州:磁について既述の論

文3)にも論じたような兄方と同様な考え〃ができることは而''1い現象であるので，今後史に

詳細な観測の継統によってより的確な考察を下したいと考えている．Fig.１．の地質分ｲiiを兄

ると，シラスlIYlと安'11淵iYiおよび安'１１岩類とが池Ⅱ|湖の束IﾉLi線を1.1.心にほぼ1打北に２分され

て分布しているが，このことからもIjii述の馬蹄ﾉW｣磁ｲ｢的‘|H:他の推察とｌＩｉｌ様な,''１;雌の想定が考

えられるが，詳細については更に検討･の余地がかあるので，今後の研究に侠ちたい、

結 び

池'11湖ﾉ,W辺の地ﾉ磁熱に関する研究は，1963年より３カ年の〕今定で行なわれた「低生産性

湖沼の開発に関する総合的研究－１の一環として研究が進められてきたが，今lIilは特に1964年

10月15日16日の２日間に行なった観測の地方磁気（侃角のみ）分布について考察し発表する

もので，研究の結果を要約すると次のようである．

蕊皇

序丞呈ＬＳ

畿鑑蝿〆

Magnetlccompass

Sextant

Three-armprotractor

Fig､３．Photographsshowingtheinst1･umentsusedforobservation．



Bｌｕｅ

源河：池田湖周辺の地方磁気の分布について

夕■

6１

Fig.５．Supposedmapshowingthemagnetizeｄｉｎｔｈｅｅｎｖ'ronsofthe
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1）池田湖周辺の北側は偏東，南側と湖山附近（浅所附近）とは主に偏西の帯磁を示し，最

大値は偏束で１．５｡，偏西で２．３．であった．推定観測誤差は±０．２･位と思われる．

2）その原因は，周辺の鉱山や砂鉄の存在によるものと見られるが詳細には更に調査検討の

必要がある．

3）地方磁気の分布から，北西側と南東側からそれぞれ相対的に馬蹄型磁石のような帯磁の

分布が想定されるが，尚検討の余地がある．

4）湖内の帯磁は隆起した浅所（湖山）の影響によるものと考えられるが，更に詳細な観測

が必要である．

終りに，本研究を行なうにあたり，御指導，御援助下さった本学部村山教授，並びに観測

に協力を戴いた指宿市役所池田支所の前川技官，および本学部漁業学科卒業生の坂元，和田

の両君に対し深く感謝の意を表する．尚，本研究は文部省総合研究費から経費の援助を得
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